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Tetsuro Yoshida (1894-1956) is one of the most important architects in ]apanese 
modern architecture. 
His famous three books，出atwere written in German， are “Das J apanische 
Wohnhaus (1935)"，“']apanische Architektur (1952)" and “Der ]apanische Garten 
(1957)". However， his German report “']apanische Baukunst (1937)" is forgotten 
unfortunately. 
These papers are ]apanese translation and annotation of architect T. Yoshida's 
German report. 
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1 . はじめに一吉田鉄郎の歴史的評価についてー
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日本における近代建築運動の史的展開をめぐる多角的な論議や検討は、二度の世界大戦期間
以上に、敗戦直後からいっそう活発に繰り広げられた。それは、昭和 22年に出版された浜口
隆一の『ヒューマニズムの建築一日本近代建築の反省と展望-~(雄鶏社、再刊:建築ジャーナノレ 1995) を
発端に、多数の建築雑誌上で巻き起こった「機能主義Jr伝統論」に関する論争等である。そ
こに登場した建築史家の村松貞次郎、稲垣栄三、神代雄一郎、山口康、近江栄、桐敷真次郎等
の仕事によって、今日の「日本近代建築史j の一般的な基礎認識が構築されるに到ったと考え
てよい。そして現在、また再び日本近代建築史の検討を試みる最近年の研究動向から、本研究
は、著名な建築家吉田鉄郎(1894・1956)に改めて着目してみたいと思う。
ところで西洋建築の学習・受容に明け暮れた明治期も大正期へと移ると、「分離派建築会j
(1920)や「倉IJ字社J(1923)などの誕生から日本近代建築運動の先鞭がつけられ、歴史主義様式
建築とは一見全く異質のような新鋭の建築表現が創造され始めた。そこから西洋の新たな動向
に根ざす建築芸術思潮が台頭する一方で、関東大震災(1923)前後から建築構造派の激しい芸術
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批判と相魁し合うなど、複雑に錯綜する近代建築運動の展開は、さらに続いて戦況の拡大化す
る緊張した時勢の渦中に突入していくことにもなった。このように激動し変転する時代趨勢に
直面して、建築表現における「日本的なるものj という明治以来の大きな課題に改めて取り組
む若い建築家の中で一際目立った人物が、吉田鉄郎である。国際的な近代建築様式と日本の伝
統的な建築様式に共通した性格を的確に捉えた上に、独自な制作姿勢でもって新たな表現性を
追求した吉田の代表作品、東京中央郵便局(1933)と大阪中央郵便局(1939)は、戦後の丹下健三
による広島平和記念館(1955)や香川県庁舎(1958)等に現れる日本的な表現の初期先行作品とし
て、これまでにも高い歴史的評価が幾たびも論及されてきた。
さらに吉田の評価でいま一つ着目されるのは、日本の建築と庭園にみられる伝統美を、独語
による三部作の著書にまとめたことである。これらの著作群は、伝統様式の新たな表現に拘り
続けた吉田の制作理念の確かさを物語る証左として認められ、また国外では日本建築・庭園の
概説書として広く読み継がれた。しかし「独語Jということもあって、テクストの文脈に沿っ
た厳密な読解分析等は、既存の吉田鉄郎研究において未だに試みられていない。従って本研究
では、このような吉田の独語テクストに基づく日本近代建築思潮の新たな再評価を試みる。そ
こで第一報の本稿において、これまで全く忘れ去られていた吉田の独文をまず取り上げる。
2. 吉田鉄郎の著作について-忘却の独語テクストを中心に一
吉田鉄郎による主要な著作・論文等を三区分に整理してまとめたのが次頁である。ここでは
独語によって執筆されたものに限定して論及することに止めたい。
この代表三部作(次頁の①②③)の内で、まず最初の①『日本の住宅 DasJapanische Wohnhaus ~ 
は、欧州遊学(1931-32)中の 1932年 3月 16日にドイツのバウハウス・デッサウ校舎における
講演「日本の住ましリが直接の契機となり、帰国後の 1935年にベルリン・ワスムート社から
出版された。ちょうどその頃に滞日中 (1933・36)のドイツ人建築家ブ、ルーノ・タウトは数冊の
日本建築・文化論を著していたが、この吉田の著作を絶讃して大いに活用したと言われている O
またタウトとの親交から刺激を受けたのか、次に吉田は日本建築の全体像の執筆にすぐ取りか
かって②『日本の建築 JapanischeArchitektur ~をまとめたが、出版は戦後の昭和 27 年(1952)の
ことであった。これには先の著作の功績も踏まえて、その年の日本建築学会賞が与えられた。
さらに壮絶な病床で口述筆記から脱稿した③『日本の庭園 DerJapanische Garten ~ (1957) を最
後にして、 62歳の吉田鉄郎は出版の日をむかえる前に息絶えたのである。
以上の著書三部作のほか、これまでの既存研究では全く知られていない独語テクストに本稿
はまず着目する。それは『日本の住宅』の出版時、『ワスムート建築事典全 4 巻~ (1929-32)の補
遺版(第 5巻)を編集中だったワスムー卜社が、吉田へ依頼した一項目「日本の近代建築*Jの
ことを指す。既刊第3巻の同項目では、著名な東洋美術学者オットー・キュムメルOttoKummel 
( 1874-1952)によって江戸時代まで執筆されていたことから、吉田には明治以降の近・現代が
求められた。後に吉田は『日本の建築』の中で近代を僅かに触れるものの、この A4版で図版を
含む 5頁程の分量になる事典の項目では、近・現代動向が実に要領よく簡潔に整理されており、
さらに具体的な建築家や作品に言及するととろは頗る興味深い。そのほか、テクストの背景に
は「パリ万博日本館Jの委員(1936.4)や「日本工作文化連盟Jの結成参加(1936.12)といった吉
田自身の活動や時代状況も色濃く反映している。従って、この吉田鉄郎による忘却の独語テク
ストの邦訳註を以下に試み、本格的なテクスト研究に向けた基礎作業の一端と位置づけたい。
*原語では「日本の建築 JapanischeBaukunstJであるが、内容に従って「日本の近代建築」に敢えて変えることにする。
独語による著書三部作
吉田鉄郎の主要著作
1.独語による著書・論文等(三部作:①②③)
1935 Dぉ JapanischeWohnhaus， Wasmuth (再版 :1954、英訳:1955年刊行) ・・・・・・・ ①
1937 Japanische Baukunst， in: W出 muthsLexikon der Baukunst V， Wasmuth， s30・35
1952 Japanische Architektur， Wasmuth ・・ ・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・②
邦訳(薬師寺厚訳)W 日本の建築~ 1 I 東海大学出版会 1972、改訂新版 1975
1957 Der Japanische Garten， Wasmuth (英訳:同時刊行) ・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・③
2. 日本語による著書・論文等
3.訳書
1935 r日本住宅の再認識J: W今日 の住宅』朝日新聞社 p.130・137
1942 r建築意匠と自抑性J(建築雑誌昭和 17年 12月号に記載予定で執筆されたが実現せず、
死後の昭和 52年 1月に同誌で公表された。)
1950 rくずかごJ:建築雑誌昭和 25年 3月号 p.27・31
1953 r拙著『日本の建築』についてJ:建築雑誌昭和 28年 6月号 p.17
1954 r最近の世界の建築J: W世界美術全集 27巻西洋二十世紀IU 平凡社， p.8・18
1957 Wスウェーデンの建築家』彰国社
1968 W吉田鉄郎建築作品集』東海大学出版会
1946 W 日本の建築タウト著作集 2~ 育成社
1948 W 日本の居住文化タウト著作集 3 ~ 育成社
1949 Wタウ ト:日本の家屋と生活』雄鶏社(篠田英雄と連名)
1952 Wタウト:建築と芸術』雄鶏社
1978 W ラス ム ッ セ ン: 北欧の建築~ SD選書鹿島出版会
主な参考文献
1)向井覚 ・内田祥哉編 『建築家 ・吉田鉄郎の手紙』鹿島出版 1969
2) 向井覚編 『吉田鉄郎 ・海外の旅』通信建築研究所 1980
3) 向井覚 『建築家吉田鉄郎とその周辺』相模書房 1981
4) r吉田鉄郎氏亡くなるJ: W国際建築~ 1956年 10月号 p.59-63
5) r吉田さんの追憶J: W郵政建築~ 1960年 8月号 p.ト7
6)近江栄「建築家吉田鉄郎の人と思想、J: W建築界~ 1964年 2月号
7) W建築~ 1968年 10月号「特集:吉田鉄郎」
8)矢作英雄「吉田鉄郎の建築論的研究 その 1-13J 日本建築学会大会学術講演梗概集 1968-1981など。
9)片山隆三 「吉田鉄郎の建築意匠と日本文化の特質J:北海道東海大学紀要第 3・4合併号 1983p.9・17
10) Udo Kultermann : Neues Bauen in Japan， Tubingen 1960 
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3.邦訳:r日本の近代建築J
出典:Japanische Baukunst， in: Wasmuths Lexikon der Baukunst V， Wasmuth， 1937 s30・35
なお内容に従ってタイトルを「日本の近代建築J と敢えて変更した上で、詳しい訳注を付け加えた。
東洋文明の中の日本では、 1868年以来の明治維新が進展すると同時に、その経済・社会構
造や生活スタイルが大きく変貌してきた。それは当然、建築にも非常に強い影響をもたらした
のである。つまり建築にとっての材料や技術、デザインが変革して、これまで指導的な役割を
担ってきた宗教建築は、世界的な建築へと移ってゆくことになった。また激しい地震には不適
切な煉瓦造や石造に対して唯一有効と考えられてきた木造が現在、鉄骨造や鉄筋コンクリート
造の普及の中でその価値を低減させてきたために、建築様式の転換が必要になってきている。
新しい建築様式の創造という課題をめぐって、数多くの理論的な議論やさまざまな実践的試み
が繰り返されてきたものの、未だに一つの決定的な解決策は見出されていない1)。多種多様な
建築様式による建設が並存する現在の日本において欠けているものは、建築様式の統一なので
ある o このような日本での建築様式の混乱状況は、次の三つのグループに分けて整理できる。
① ヨーロッパの優勢な歴史主義様式の建築作品。
② 日本の伝統的な様式の建築作品。
③ 国際的な近代主義様式の影響を受けた建築作品。
A.公共建築
第①のグループに属する最も秀逸な作品の一つに、東京の明治生命ヒ守ル(設計:岡田信一郎
1934)2)がある。この建物の建築面積は 3，878ばであり、総床面積は 31，683mにも達する。ま
たこの鉄骨・鉄筋コンクリート造による地上8階・地下 2階の建物の外壁は、花岡岩によって
外装された上にコリント式オーダーによって分割構成されている。一ーさらにこのグループに
は、 1918年から大蔵省建築局によって設計構想されていた新国会議事堂 3)が含まれ、この建
設工事は 1936年に漸く完成した。この十九年間にも及ぶ建設期間での費用は 2，560万円にも
なった。この建設用地に関しては 1886年から既に確定しており、当初のドイツ人建築家のエ
ンデとベックマン 4)による計画案の一つは実現に到らなかった。この新たな国会議事堂の敷地
は、 67，342mもの大きさである。また建築面積は 1，802ばであり、総床面積は 52，166niであ
る。さらにそれぞれ 744niある上院と下院には異なるべア・カラムが付けられている。そして
外壁は淡紅色の花闘岩で覆われ、なお注目すべきはブロンズと漆が使われた内部装飾であり、
とのような多様に使われた建築材料は国家的な産物であると言える。
第②のグループについては、再起したナショナリズムの影響の下で、木造の宗教建築に見ら
れるような伝統的な日本様式をコンクリートによって表現するという相当に困難な問題がある
にもかかわらず、数多く増えてきている。この様式の適切な例では、内田祥三教授 5)の設計に
よる東方文化東京研究所(1934図-9.)が知られ、この屋根は銀灰色の瓦が葺かれている。さら
に東京の上野公園内にある帝室博物館 6)もまた、このグループに属する o
第③のグループの建築様式には、今後ますます普及してゆく可能性が見受けられる。つまり
この様式によって国際的な近代建築と真の日本的な精神や趣味とが統合されるのであり、それ
は次のような作品等に見られる。まず東京中央郵便局(1927-1933，図-6.)は、逓信省営繕課の技
師である筆者が中心となって設計された 7)。鉄骨造土鉄筋コンクリート造によるこの建物は、
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東京中央駅広場の南側に位置しており、駅舎とは地下鉄によって結ばれている。建物の正面側
が5階建で後背面側は 3階建となっており、後に増築出来るように考慮されている。さらに滑
らかな外壁には白い化粧タイルが張られ、窓枠は黒く塗装されている。さらに大阪朝日ビル(設
計:石川純一郎 1932)8)は、地上 10階・地下 2階の鉄骨・鉄筋コンクリート造であり、外壁は
白タイルのモザイク張りを基調としており、クロムメッキされたステンレス張りの腰壁が付け
られている。また東京住友ピノレ(設計:長谷部鋭吉 1934， 図-3，4.)9)については、地下 2階・地
上 7階の鉄骨・鉄筋コンクリート造であり、平らな外壁には灰緑色の化粧石材が張られ、白い
花商岩による腰壁が付けられている。この優れたプロポーションによるシンプルな構成に適応
させるように考え抜かれた素材の扱い方から、卓越した建築的効果が生み出されている。これ
らの作品のほか、東京の四谷第五小学校(東京市建築課図-5.)や東京の日本歯科医専附属病院
(設計:山口文象 1934)10)、東京の森五ビル(設計:村野藤吾 1931)1 J)、大阪ガスヒ守ル(設計:
安井武雄 1933)12)などが挙げられる。
B.住宅建築
今日の日本に見られる生活スタイルの多様さに合わせて、住まいが適応してし、かなくてはな
らない。そこで現代日本の主な住まいのタイプは、 3つに分けられる。
① 伝統的な日本の住まい。(参照:Tetsuro Y oshida， D出 JapanischeWohnhaus， Wasmuth 1935) 
② ヨーロッパ式の住まい。
③ ヨーロッパと日本との融合あるいは結合された住まい。
最初のタイプは現在もなお最も根強く広まっており、特に注目すべきものは、建築家の堀口捨
己(図-2.)13)や吉田五十八 14)などの作品である。さらに後の二つのタイプには木造と鉄筋コン
クリート造とが併用され、この好例に堀口捨己設計による東京の吉川邸(I931，図-8.)があり、
この鉄筋コンクリート造の作品は、白タイルのモザイク張りで外装されている。またヨーロッ
パのスタイルで設計された住宅には、建築家の上野伊三郎 15)や山田守 16)、土浦亀城 17)、蔵田
周忠 18)、谷口吉郎 19)、市浦健20)、山越邦彦 2J)、アントニン・レーモンド 22)等の作品がある。
c.宗教建築
最近年は、伝統的な様式による社寺建築が、鉄筋コンクリート造によって施工される機会が
増えてきた。しかしながら、宗教建築にとっての根源的な建築的本質は常に保持されていくべ
きである。社寺工務所の設計による東京の靖国神社神門(1934図ー1.)は、その簡素でかつ高貴
で厳格なスタイルから、純粋な日本の精神と趣味とがよく表現されている。さらに仏教寺院で
注目すべき作品にインド様式による東京の築地本願寺(設計:伊東忠太教授 1934)23)がある。
まとめ
現代の日本には、さまざまな建築様式が並存して見られる。しかしなお、日本的なるものの
新たな本質的意義が、僅かな建築作品においてであっても表現されてし 1かなくてはならない。
さらに来たるべき新たな日本様式の性格が既に察知されていなければならない。日本の建築に
は、これまでに中国から幾度かの強烈な影響を受容しながら展開してきた歴史的背景があるが、
それを日本は絶えず常に変容させて、日本的な本質と趣味に適応させてきたのであった。こう
した日本での展開のあり方が、現在どんなに混迷化しようとも、日本建築の本質を継承すると
ころから新たな日本的様式が形成されることを期待しなくてはならない 24)。
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図-1.)東京靖国神社神門(社寺工務所 1934)
図・2.)岡田邸の居間(堀口捨己 1934)
図・3，4.)東京住友ピノレ正面入り口(左)と外観(右) (長谷部鋭吉 1934)
盟国属
国幽
367 
図-5.)四谷第五小学校(東京市建築課・鈴木忠雄1934)
図-6.)東京中央郵便局発着台(逓信省営繕課・吉田鉄郎 1933) 図-7.)東京築地魚市場(東京市建築課 1934)
図-8.)吉川邸(堀口捨己 1930) 図-9.)東方文化東京研究所(内田祥三 1933)
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図-10.)京都修学院離宮の下之茶屋・寿月観
訳註
1) 新 しい建築様式の創造をめ ぐる論議
西洋建築の学習 ・受容に明け暮れた明治の時代の末になると、これまでの歴史主義様式への反省
が新しい建築表現を求めた動きとともに始まった。それは、明治 43年に建築学会が「我国将来の
建築様式を如何にすべきやJのテーマで開催した二度の大討論会に現れている。 これは一つの結論
にまとまるようなものではなかったが、その反響は頗る大きく次代へと受け継がれて、その後も度
々閉 じようなテーマの論議が重ねられた。例えば 1936年 1月号の『建築雑誌』には「日本建築の様
式に関する座談会Jが記載され、出席者には堀口捨巴や山田守、土浦亀城、藤島亥治郎、佐藤武夫、
谷口吉郎、 市浦健、田辺泰、清水一、大岡実、小野薫、権藤要吉とともに、吉田鉄郎も入 って いた。
2) 岡田信一郎 OkadaShinitiro 1883-1932 
建築家、建築史家。 東京帝国大学建築学科卒業。 1912年の大阪市中央公会堂の指名設計コンペ
で選ばれ一躍デビューしながらも、大学院で古典主義建築や世紀末建築の研究に没頭しながら東大
教授ポストを狙ったが恵まれず、また病弱なために渡欧も果たせなかった。 一転して 1922年に設
計活動を開始し、最期の十年に百八十余りもの作品を生んだ。遺作とな った名作 ・明治生命ビノレの
ほか、代表作には大阪市中央公会堂 (1918)や歌舞伎座 (1925)、琵琶湖ホテノレ(1934)などがある。
3) 新国会議事堂 1936
この建築は、 1886(明治 19)年以来の半世紀にも及ぶ国家的宿願 の結実した一大事業として 、日
本の近代建築史を象徴する作品と言える。完成までに 3度の木造 ・仮議院が建設された。 1897年
頃から政府に本議院建設を目指す委員会が度々設けて基本構想、が練られてきたものの、その都度全
体のデザインを如何にするかという大問題を抱えながらうやむやになってきたが、漸く 1918年に
工事予算が認められて臨時議院建築局の官制が公布、 1923年の関東大震災を挟みつつ事業は本格
的に進められた。 1918年 9月既に敷地整理が始ま った段階で、広く帝国臣民からデザイン案を懸
賞募集し て、 一等に渡辺福三 (宮内省)が決ま った。そして臨時建築局はこの渡辺案に基づきながら、
吉武東里をチーフにしてデザイン検討を重ねてまとめたのが、現在の国会議事堂である。
4) エンデ H.Ende1829-1907とベックマン W.Beckmann1832-1902 
ドイツ人建築家。十九世紀末のドイツ建築界を代表する実力者であり、ベルリンにて共同で事務
所を開設して旺盛な設計活動を繰り広げる 一方で、ビスマルク政府の建築事業を推進し、建築教育
とジャーナ リズムの方面においても 中心的な存在であった。明治政府による 欧化政策の中心にいた
外務卿の井上馨は、東京全体を「鹿鳴館J と化する官庁集中計画に着手して、 1889(明治 19)年 に
ドイツからこのエンデとベックマンを招鴨して立案させた。そのパリを想像させるような壮大な東
京官庁計画案は頓挫したものの、仮議院(1895)や 司法省 (1898)、裁判所(1899)の作品が実現した。
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5) 内田祥三 UchidaYoshikazu 1885-1972 
建築家。東大教授・総長。専門は鉄筋コンクリー卜に始まり、法規・防災・都市計画j・建築設吉|
にまで及び建築学の諸分野の基礎づくりに貢献した。この研究所のほかに建築作品には、岸田日出
万 (1899・1966)と共同制作した安田講堂(J925)などがよく知られている o
6) 東京上野の帝室博物館 1937
イギリス人建築家 J.コンドル(J852-1920)によって設計された最初の帝室博物館(1882)が関東大震
災によって修復不可能となったために、 1931年に設計コンペが「日本趣味を基調とする東洋式j
という様式規定の条件で実施され、渡辺仁(1887・1973)による帝冠様式の重厚な案に決まった O 現在
の東京国立博物館本館である。なおクラシックの厳格な作風で知られた渡辺仁の代表作にはそのほ
か、服部時計庖(1932)や第一生命本館(1938)などがある O
7) 東京中央郵便局 (1927-1933，設計:逓信省営繕課(吉田鉄郎)，図ー .6)
この作品は、日本建築の伝統意匠を鉄筋コンクリート造の表現によって積極的に試みた最初の好
例として、日本近代建築の歴史で高く評価され、またこれによって吉田は一躍脚光をあびた。当時
滞日中だったドイツ人建築家タウトは吉田自身に案内されて、これを絶讃したという。さらに続い
て、ここで試みられた吉田の設計手法は渡欧の体験全挟んでいっそう洗練されて、大阪中央郵便局
( 1939)に結晶した O 吉田鉄郎にとって、 H本建築の伝統・本質を損なうことなく、時代に応えられ
る新しい建築表現を追究することが一貫した生涯のテーマだった。
8) 石川純一郎 IshikawaJunichiro 1897国1987
建築家。 1922年東京帝国大学建築学科卒。竹中工務届に入り、「大阪朝日ビルj の設計で新興建
築家の旗手的存在として認められた o
9) 長谷部鋭吉 HasebeEikichi 1886四1960
建築家。 1909年東京帝国大学建築学科卒。住友本庖建築部で住友関係の建物を多数設計した。 1933
年に竹腰健造(1888・1981)と長谷部竹腰建築事務所を設立。代表作の泉屋博古館 (1929)や大阪証券取
引所(1935)、宇治電ピル(1937)などには、歴史様式の語法を保持しながらも個性的な独創性ある表
現を発揮した O
10) 山口文象 YamagutiBunzo 1902-1978 
建築家。東京生まれ。 1917年蔵前職工徒弟学校卒業 O 清水組を経て逓信省に製図工として就職
し、 1923年に倉IJ字社を結成。 1930年には渡米して、グロピウスに師事。戦後は設計組織 RIAを設
立した o 代表作には山田邸(1936)や久が原教会(1950)、新制作座文化センター(1963)などがある O
11) 村野藤吾 MuranoTogo 1891・1984
建築家。 1918年早稲田大学建築学科卒業後、大阪の渡辺節建築事務所に入所。 1929年には独白:
し、半世紀以上にわたって型にはまらない自由な造形表現に満ちた多様な作品を数多く発表し続け
た o 代表作には宇部市民館 (1937)や世界平和記念聖堂 (1953)、大阪新歌舞伎座(1958)、日本生命日
比谷ビル(1963)、箱根プリンスホテル(1978)、新高輪プリンスホテル(1982)などがある。
12) 安井武雄 YasuiTakeo 1884-1955 
建築家。 1910年東京帝国大学建築学科卒。卒業設計の木造住宅がスキャンダルを起こして南満
州鉄道営繕課に行かされたものの、十年後に片岡安(1876・1946)に呼び戻されて片岡事務所のチーフ
として活躍。 1924年に安井建築設計事務所を設立。「自由様式J という独特な作風で知られた o 代
表作には初期の大阪倶楽部(1924)を始め、日本橋野村ピル(1930)や京都競馬場(1938)、大和紡績ビ
ル(1952)などがある。
13) 堀口捨巴 HoriguchiSutemi 1895・1984
建築家、建築史家、茶の湯・庭園研究家。岐阜県生まれ。 1920年東京帝国大学建築学科卒。同
窓の山田守・瀧沢真弓・森田慶ーらと「分離派建築会Jを結成。 1923年の欧州旅行後、日本の伝
統美に関心を寄せ、特に数寄屋(茶室)の近代的表現に独自な作風を生み出した o 代表作には吉川邸
のほか、紫畑荘(1927)や岡田邸 (1933)、八勝館御幸の間(1950)、サンパウロ日本館(1954)などがあ
る o さらに『利休の茶室~ (1949)や『桂離宮](1952)などの著書がある。
14) 吉田五十八 YoshidaIsoya 1894-1974 
建築家。東京美術学校卒業。 1925年欧米留学の後、日本の伝統的な建築様式の近代化に専念。
戦後 1949年東京芸術大学教授。 1960年には吉田五十八研究室を設立。代表作には杵屋別邸(1936) 
や日本芸術院会館(1958)、五島美術館(1960)、大和文華館(1960)などがある o
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15) 上野伊三郎 UenoIsaburo 1892-1972 
建築家。京都の著名な棟梁の家系に生まれる。 1921年早稲田大学建築学科卒後、すぐにオース
トリア・ウィーンに渡ってヨーゼフ・ホフマンに師事。 3年後に当地で結婚したリッチ夫人を伴っ
て帰国し、設計活動を開始。 1927年に本野精吾(1882・1944)や伊藤正文(1896・1960)らと日本インター
ナショナル建築会を結成し、 ドイツからブルーノ・タウトを招鴨するなどの活動を関西を中心に展
開。代表作には自邸(1926)や島津邸(1929)、岡野邸(1933)などがある。
16) 山田守 YamadaMamoru 1894-1966 
建築家。 1920年東京帝国大学建築学科卒。「分離派建築会j のメンバー。逓信省技師として東京
中央電信局(1925)などを設計して注目され、吉田鉄郎とともに逓信省の華々しい建築時代を築く。
戦後 1949年に山田守建築事務所を設立 o 1951年には東海大学教授ならびに理事O 代表作には、東
京逓信病院(1937)や日本武道館(1964)、京都タワービル (1964)などがある。
17) 土浦亀城 TsuchiuraKameki 1897-1996 
建築家。茨城県水戸生まれ。 1922年東京帝国大学建築学科卒。翌年渡米して、ライトのタリア
センで学ぶ。 1926年に帰国し大倉土木を経て、 1934年に独立 o 1939年に満州国新宮に事務所開設。
戦後は東京八重洲に事務所を開設し、木造乾式構造を工夫して白くモダンな都会風の作品をつくっ
た。代表作には 2つの自邸(1931，1935)や野々宮アパート(1936)などがある o
18) 蔵田周忠 KurataChikatada 1895・1966
建築家、建築史家。山口県生まれ。 1913年私立工手学校建築科(現・工学院大学)卒業。三橋建
築事務所や曾浦中条建築事務所、関根建築事務所を経て、 1921年早稲田大学建築科選科修了後、
分離派建築会に参加 o 1927年東京高等工芸学校講師 o 1930年渡独、翌年帰国し設計活動開始。 1932
年武蔵高等工科学校教授。戦後 1949年に武蔵工業大学教授。 1951年には東京芸術大学教授。代表
作には斉藤邸(1935)や古仁所邸(1936)、山口市庁舎(1949)、杉並区公民館(I953)などがある。さら
に『ジートルンクの新形態~ (1932) や『ブルーノ・タウト~ (1942) 、『グロピウス~(l953) 、『近代建築
史~ (1965)などの著書が多数ある o
19) 谷口吉郎 TaniguchiYoshiro 1904-1979 
建築家、環境工研究者、文筆家。石川|県金沢生まれ。 1928年東京帝国大学建築学科卒。同窓に
前川国男や市浦健がし、る。 1930年東工大講師、翌年助教授を経て、 1943年同教綬。工学博士論文
「建築物の風圧に関する研究」。名鉄社長の土川元夫とともに明治村を設立し、初代館長となっ
た。 1962年日本芸術院会員。 1973年文化勲章。代表作には東工大水力実験室(1932)や臼邸(1935)、
藤村記念堂 (1947)、秩父セメント第二工場(1956)、東京国立博物館・東洋館(1968)などがある O ま
た『雪あかり日記~ (1947) や『清らかな意匠~ (1 948) 、『建築に生きる~ (1974)などの随筆集がある。
20) 市浦健 IchiuraKen 1904-1981 
建築家。 1928年東京帝国大学建築学科卒。 1936年 12月結成「日本工作文化連盟j の機関誌「現
代建築Jを編集。また住宅営団で転式構造の組立住宅を設計ー、プレバプ住宅の先駆的な活動を展開。
戦後も住宅公団にあって合理主義建築を主唱。代表作は阿部邸(1937)や千里ニュータウン(1962)等。
21) 山越邦彦 YamakoshiKunihiko 1900・1980
建築家。 1925年東京帝国大学建築学科卒。戸田組設計部に入社。 1930年 7月に発足した「新興
建築家連盟Jの中核として石原憲治たちと新建築思潮講演会などを開催して活動し、また -{1三程の
短命だった雑誌『建築時潮』の編集長でもあった。代表作にはドモ・デイナミカ(自邸，1933)などの
22) アントニン・レーモンド AntoninReymond 1889-1976 
建築家。チェコスロパキア生まれ。 1910年に渡米し、キャスギノレバードやフランク・ nイド・
ライトの下で設計実務を学ぶ。 1919年にライトともに帝国ホテルの設計のために来日した。戦時
中を除いて長く日本で設計活動を展開し、吉村)1頃三などの後進を育てた。代表作として霊市原の円
邸(1924)や東京女子大学チャペル(]937)、リーダース・ダイジェスト東京支社 (1951)などがある。
23) 伊東忠太ItoChuta 1867-1954 
日本最初の建築史家、建築家。山形県生まれ。東大教授 O 日本建築史を体系化し、東洋建築史研
究の基礎を築いた o 建築作品に平安神宮 (1893)や東京築地本願寺(1934)などがある。また『伊東山
太著作集』として第 I期(全 6巻)・第 H期(全 5巻)・第皿期(全 6巻)が原書房より刊行されている。
24) r日本建築の本質を継承するところから新たな日本的様式が形成される j とは、吉田鉄郎自身が、
日本近代建築運動にとっての最も大きな課題であると確信して追究したことにほかならない。
